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第１３回 第６分科会会議録（概要） 
場 所 新宿区役所 第一分庁舎 

７階 研修室 

記録者 【学生補助員】 

江藤 慎介、多久 慶子 

 

日 時 

平成１８年１月２１日（土） 

午後１時００分～午後４時００分 

責任者 区事務局（荒井） 

会議出席者：４３名 傍聴者２名 

（区民委員：３６名 学識委員：３名 区職員：４名 ） 

■配付資料 

①進行次第 

②新宿区民会議第２回全体会の開催について（裏面）中間発表開催のご案内 

➂中間発表会ＷＧ第３回まとめ 

④起草活動のイメージ 

⑤起草原案：「多文化共生」について 

⑥起草原案：「地域安全」について 

⑦チラシ～カウントダウンイベント案内～ 

 

■議題 

１ 開会 

２ 運営委員会の報告 

３ 「多文化共生」に関する各班での検討 

４ 「地域安全」に関する各班での検討 

５ ＷＧからの連絡 

６ 閉会 

 

■会議内容 

【発言者】●：区民委員、◎：学識委員、○：区職員 

１．開会 

● ：本日の司会を務めさせていただきます５班の竹折と森田です。よろしくお願いし

ます。まず配付物の確認をいたします。（省略）ご確認いただけたでしょうか。そ

れでは、まず事務局からお話がありますので、宜しくお願いします。 

◎ ：みなさん、こんにちは。足元の悪い中、どうもご苦労様です。会議冒頭にあたり

まして、ご報告を申し上げなければならないことがございます。実は先週、６班

の叶内様が急遽お亡くなりになりました。区民会議としてどうするか、リーダー

の方からもご相談を受けまして、区としては事務局を代表しまして、企画政策部

長、課長、担当職員が葬儀の方に参列させて頂き、皆様については報告という形

にさせて頂きたいと思います。 
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２．運営委員会の報告 

● ：はい、ありがとうございました。それでは高野リーダーの方から、運営委員会の

ことも含めてご報告をお願いしたいと思いますので、宜しくお願いします。 

● ：またみなさんにお詫びします。前回、懇親会を本日行うことにしていましたが、

どうもスケジュール上、かなり切羽詰まった状況にありまして、今回は開くこと

ができません。また日を改めまして検討したいと思います。 

それと今日やって頂く一番大事なことは、皆さんの共通した考え方を統一する

意味も含めて、多文化共生について起草委員が起草して頂いた内容を皆が頭に入

れて、皆が同じ考え方を持ってもらう。それから地域安全についても、皆が読み

合わせながら、自分の考えとこれから起草していく内容を、きっちり頭の中に入

れて頂く。皆さんが他の分科会などから質問されても、同じような形でお話が出

来るようにしていただきたいと、考えております。 

本日のまとまりができましたら、２月１９日のリハーサルという形で、次回２

月４日に皆さんの前で発表して頂く予定です。その時にポイントがありましたら

皆さんにご指摘頂いて、より良い形で発表にもっていきたいと思います。また次

回までにパワーポイントを作ったりしたいと思います。２月４日にご意見があっ

た場合、最終原稿として１０日までに修正して、チラシだとか資料だとか、いろ

んなものを作ってもらえるようにしたいと思います。 

なお、発表会の役割分担に関しては、運営委員の方にお願いして役割分担を決

めて、任せてもらいたいと思います。第６分科会の発表順については、じゃんけ

んで入江さんが、最後の最後で６番目を勝取って頂いたので、自分たちのイメー

ジ通りに最後に締めるということができるのではないかと思います。以上です。

● ：はい、ありがとうございました。それでは、まず進行次第の方を見て頂きたいの

ですが、本日の進行について若干説明させて頂きます。今２番の運営委員会の報

告が終わったところなのですが。高野さんが言い忘れたことがあったみたいです。

● ：今日はこういう悪天候の中、参加頂いて、話し合いするのにお二人とか、少数だ

とちょっと寂しいので、宜しかったら少数の班は他の班と合同で、少数同士でも

構いませんので、検討を進めて頂きたいと思います。 

● ：（２班と７班で合併後）では、今日はこの体制で行こうと思います。 

 

３．「多文化共生」に関する各班での検討 

● ：それではですね、今日の作業ですが、３番目の多文化共生に関する検討、４番目

の地域安全に関する検討、５番目のコミュニティの検討のまとめ、その他という

ことになっているのですが、多文化共生と地域安全に関するレポートの検討がメ

インになります。皆さんのお手元にある多文化共生についてと地域安全について

の起草委員のまとめた原案について検討をして頂くことになります。事前に皆さ
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んのお手元に前回の分科会の議事録と運営委員会の報告も届いていて、起草委員

の割り振りについても、そこのほうにありますので、その点についてはこの席で

申し上げなくても宜しいでしょうか。 

それでは、いつもは１時から３時の会議なのですが、今日は嬉しいことに１時

間延長で４時までということに、皆さんお気付きでしょうか？ 

一応、多文化共生に関する検討については、皆さんにお配りした資料を２０分

間、個々に読み込んで頂きます。各自が読み込んだ後、各班で多文化共生につい

て、意見交換をして頂きます。皆様のテーブルには、最初に各班で提出して頂い

た多文化共生と地域安全の両方レポート（班別レポート項目整理版各一部）と起

草原案が各一部ずつ配布してあると思います。ご自身の班で検討したことと、新

たに起草委員がまとめたものについての意見交換してもらうことになります。そ

の後、意見交換の後２０分ほど時間をとりまして、現在の起草案について、ここ

はこうしたほうがいいのではないのか、ここはおかしいのではないか、という点

について赤を入れる作業をやって頂きます。 

一応、多文化共生と地域安全それぞれ個別に一時間ずつ予定をしておりますが、

今日読んで、今日赤を入れなくてはならない作業なので、１時間は少ないかもし

れないので、その辺は状況を見ながらやっていきたいと思いますが、状況によっ

ては５番のコミュニティに関しては、今回は検討できなくなるということが考え

られます。そこまでは宜しいでしょうか？ 

それでは、多文化共生に関する各班の検討に入りたいと思うのですが、起草委

員の山本さん、梶村さん、木下さん、読み込みの前にお話をしていただいた方が

よろしいでしょうか？どうぞ、こちらに。 

● ：それではお手元の資料、多文化共生についての案の１２ページをご覧ください。

起草担当としまして、まとめの考え方というものを記録してございます。まず一

番目に新宿区における外国人住民の急激な増加という状況を踏まえまして、今後

のあるべき姿を検討しました。この分科会の協議の出発点ということです。 

次に外国人、日本人、双方の視点に対して見解を検討しました。これに関して

は新宿区の全地域で共有されるべき課題との認識から、特定地域に関する意見は

文中から削除しました。次に地域安全は、コミュニティ、協働・参画、自治制度

のすべてに関わる問題であると言う指摘がありました。これは文中に反映してあ

ります。次に実施計画に相当する意見は、事業に対する具体的な要望としてまと

め、１１ページに記載してあります。 

次に、違うテーマの中には議論が十分でない、全体の合意意見ではないと思わ

れる部分も含まれています。それついては議論が必要ということになります。意

見の集約が必要な部分については協議を継続することとします。最後になります

が、似たような言葉について、例えば居住者を住民、漢字で書いてある町という
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のをひらがなの「まち」というように文章中の統一を図りました。以上です。 

● ：あとですね、下の方に小さい字で書いてありますけれども、起草担当からも言い

たいと思います。後ろ向きの意見を全体の意見として出すことには問題があるの

ではないかと。しかし、これは実際に起こっていて、認識しておられる方がいる

のも事実です。したがいまして、両認識はなぜ起きているのかとか、多文化共生

の意義をどのように理解して認識しておられるのかとか、そのようなことなども

ございますので、そういうことを考えるのも区民会議としては避けて通れない、

というように解釈しまして、みなさまにご協力願いたいと思います。 

● ：以上、ご検討のほど、宜しくお願いします。 

● ：どうもありがとうございます。ここまでのところでご質問はございますか？宜し

いでしょうか？今日の作業についてのご質問はございませんか？大丈夫ですね。

それでは一応２０分間、原稿の読み込みをしていただこうと思います。 

（検討） 

● ：検討を少し中断してください。今日中に起草原案のここはこう変えた方がいいな

ど書き込んでもらう作業があります。書き込んでくれたものを起草委員に戻しま

す。それを起草委員が読み込んで、修正案をつくります。次回２月４日までに修

正案ができるという作業にしないと２月１９日の中間発表に間に合いません。 

今から作業に戻って頂きますが、もう少し書き込み作業をする所まで今日やる

という前提でいないと、ただここがおかしいあそこがおかしいと言っていると、

結局まとまらないまま混ぜっ返しになってしまう恐れがあります。また、まとめ

るのが大変になってしまうので、今からその話を維持しながら、今日中に書き込

み作業をするという前提で意見をまとめて頂きたいと思います。意見については

まだまとまっていないと思いますので、もう少し時間を取って頂いて、次にやる

作業を頭に入れて頂きたいと思います。 

（再度検討） 

 

４．「地域安全」に関する各班での検討 

● ：ここから進行を竹折さんに交代しますので、宜しくお願いします。 

● ：竹折です、宜しくお願いします。それでは多文化共生で行って頂いたのと同じパ

ターンで進めます。地域安全について、竹内さんと西山さんに起草委員を担当し

て頂きました。今の多文化共生と同じように読み込みをして頂いて、その後、班

討議、書き込みということで、時間配分を考えていきたいと思うので、宜しくお

願いします。では、最初に起草委員の竹内さんから地域安全についての説明を宜

しくお願いします。 

● ：地域安全についての起草委員の竹内です。６班の西山さんと一緒に考えました。

起草委員竹内、西山さんとの協議の結果、ゆとりを持たなかったものですから、
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急いで作りました。まず１ページ目を見て頂きたいのですが、地域安全の構成と

いうことで、１ページに基本認識について書いております。地域安全とは、どう

して危機管理が強く言われるようになってきたか、新宿区としてはどうか、とい

うことです。その次にページ２からページ５まで新宿区の政策について、新宿区

の関連することについて発言をまとめてあります。 

それから、地域社会や考え方・感じ方について、１章で現状をまとめました。

２章では問題と課題。現状と問題点、課題の重複するところは、いずれかに記入

して、各班の意見をなるべく取り入れるように考えたつもりですが、落ち度があ

ると思いますので、どうぞチェックをしてください。それで１、２、３、４、防

災、防犯、テロや防疫、地域での安全を保障するには、そのなかで行政と組む地

域組織について、まとめてみました。第３章１０年後のあるべき姿、これを９ペ

ージと１０ページに書いているつもりです。それが１から６までに分けておりま

す。第４章改善方法ということで、１１ページ１２ページにまとめました。でき

るだけ原文を重視して取り組みましたけれど、なにぶん時間的制約がございまし

て、みなさんの提案を十分に取り入れることができたかどうか分かりませんが、

チェックの方を宜しくお願いします。 

● ：ありがとうございました。では各班で各自の読み込みから入って頂いて、こちら

の掲示板におおよその時間の目安がありますので、時間の節目でちょっと声をか

けさせて頂きたいと思いますので、こういう流れで宜しくお願いします。 

（検討） 

● ：そろそろ時間なのですが、まだ若干という感じですので、５分間だけ延長させて

頂きます。５分間の間に書き込みを終えて、次のプログラムが、わずかですので

移りたいと思いますので、宜しくお願いします。 

 

５．ＷＧからの連絡 

● ：次のプログラムにいきたいと思いますので、ご協力を宜しくお願いいたします。

それでは、ＷＧについて、先ほど高野座長の方から内容等について連絡がござい

ましたが、みなさんへの連絡事項を入江さんからお願いしたいと思います。 

● ：ＷＧから連絡です。今日の資料の中に、中間発表会ＷＧ第３回のまとめというの

がありますので、それをご覧ください。一つは、ポスター・チラシの件でお願い

があります。先日、ＷＧの話し合いで、ポスターのデザインを幾つかの中から選

び決定し、今日に間に合わせてコピー印刷をして頂きました。このカラーの方（現

物を示し）がポスターです。これは今、こちらに６０部あります。皆さんの地域

で、これをぜひ貼りたい、掲示したいという所がある方は、帰るときにお持ち頂

きたいと思います。６０枚ですので一人１枚ずつでなくなってしまう計算ですが、

その辺は配慮しつつ、お持ち頂けたらと思います。それからチラシの方はこちら
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に、かなりの数置いてあります。足りなければ、また刷ることも出来ます。チラ

シは各町会、連合会の方には区の方から届くようになっていますので、町会関係

を除いて、ご自分の所属団体や地域の方にお知らせしたいという場合にお持ち帰

りください。その際に、どの団体用に何枚持っていきましたということを置いて

ある様式に記入してください。他の分科会も同じように持っていく可能性もある

のですが、他の分科会は来週以降の配付で、このような形でお配りするのは第６

分科会が初めですので、そういうときに重ならないように記入を宜しくお願いし

ます。以上がポスター・チラシについてです。 

次に、中間発表会は、発表に対する意見を言って頂くのが一つの目的になると

思うのですが、この区民会議に参加して頂いた方から、他の分科会から意見が出

る場合もありますし、それから当日、区民会議の委員でなくて参加していた一般

の方から意見が出るということもあります。また、当日は来られないけれども、

非常にこの会議の成り行きを、関心を持って見ていらっしゃる方もいらっしゃい

ますので、そういう方があとからこの記録を読んで、意見を出すことも考えられ

ます。 

当日に関しては、ご意見を入れて頂く箱を分科会ごとに用意し、カードに記入

して出すという方法を採ります。また、中間発表会の最初の第一部では各分科会

からの口頭発表になり、その後の第二部は交流会という形で、椅子をどけ各分科

会のブースを設けての話し合いというか、そこへいって直接意見を聞いたり、こ

こをもう少し詳しく聞きたいという時間を設けて、その場でそういう形で他の分

科会の所へご自分の論点をぶつけに言って頂く方法があります。 

当日こられない方、区民会議の委員の方で来られない方や、一般区民の方で当

日は無理だけど関心がある方もいらっしゃるので、そういう方へは、特別出張所

に今回の発表レポートを置いて、見て頂く。そして意見をＦＡＸや新宿区のホー

ムページに出して頂きます。ただし、そういう意見に対して本当に一つ一つお返

事が出せるかというとそれは難しいということで、何か多い意見についてはこう

いう意見がありましたなど発表や、何らかそこへ区民会議委員からお返事をする

ということも考えていいのではないかという形になっております。個別の意見に

一つ一つご意見を出すというのは多分出来ないということで、回答しない形にな

っております。 

● ：よろしいでしょうか？何かＷＧに関するご質問がありましたら。では、ありがと

うございました。 

● ：中間発表は本当に皆さんの成果の場なので、忙しい方もいらっしゃるとは思いま

すが、ぜひぜひ、皆で中間発表の場にいきましょう、ということをちょっとＷＧ

の方から申し上げておきたいと思います。宜しくお願いします。 

● ：はい、ありがとうございました。分科会自体の課題は以上で終了ですが、座長の
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方から二言、何かあるということで、ちょっとお時間を頂きたいと思います。 

● ：お手元の次第のところに、２月４日、１時から「４時」となっていますが、うま

くすると３時くらいに終わるかなというところですが。今日のように意見が出始

めると、４時になる可能性もあるので、ちょっと心掛けておいてください。 

それから、今日は３６名のご出席がありましたが、今までのことや中間発表も

含めて、今後また新たな方が参加された場合にどうしていくが曖昧ですよね。そ

ういう意味で、これまで参加されていない方や来られなくなった方に関して、こ

れからどうしていくのか。中間発表会が終わった後に、検討していくことを片隅

に入れておいてもらいたいのですけれど。そういう話をしたいなあと思っていま

す。それでは今日はありがとうございました。 

● ：ありがとうございました。チラシとポスターは前の方にございますので、ぜひお

持ちください。 

● ：運営委員会の方は、４時１０分から始めたいと思いますので、起草委員の方も一

緒に宜しくお願いします。 

 

＜次回日程＞ 

・２月４日（土）１３時～１６時（予定） 新宿区役所第一分庁舎 ７階 研修室 

 

 


